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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日

本工業規格である。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS R 1667 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（規定）等面積法 

附属書 2（規定）温度上昇曲線とモデル関数との偏差による評価 

附属書 3（規定）不均一加熱に対する補正係数の算出方法 

附属書 4（規定）熱損失に対する補正係数の算出方法 

附属書 5（規定）表面処理（黒化処理）に対する補正方法 
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1. 適用範囲 この規格は，セラミックス長繊維とセラミックス母材とで構成される長繊維強化セラミッ

クス複合材料について，室温から 1 300 K における熱拡散率を，レーザフラッシュ法によって測定する方

法について規定する。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0601  製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメ

ータ 

JIS B 7502  マイクロメータ 

JIS B 7506 ブロックゲージ 

JIS R 1600  ファインセラミックス関連用語 

JIS R 1611  ファインセラミックスのレーザフラッシュ法による熱拡散率・比熱容量・熱伝導率試験

方法 

JIS Z 8401  数値の丸め方 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS R 1600 によるほか，次による。 

a) 有効熱拡散率 複数の相から構成され，組成，構造及び物性が位置によって異なる不均質材料におい

て，試料よりも十分小さい領域の内部が巨視的に均一であると近似され，その領域があたかも均質材

料としての熱応答を示すときに定義される熱拡散率（図 2 参照）。各領域の有効熱拡散率が等しい場合

には試料全体の有効熱拡散率が定義され，それは各領域の有効熱拡散率と等しい。 

b) 温度上昇曲線 パルス加熱による試料裏面温度の時間変化を表示した曲線。 

c) モデル関数 仮定された初期条件，境界条件下において算出される温度上昇曲線の解析解。 

d) 定常温度（ 0T ） パルス加熱前に定常に保たれた試料温度。 

e) 最高温度上昇（ mT∆ ） 温度上昇曲線の最大値と定常温度との差。 

f) 測定温度（ eT ） パルス加熱によって上昇した温度を考慮した場合の試料の有効温度。 

g) ビオ数（ Bi ） 試料から外界への熱損失の大きさを表す無次元数。 

h) パルス幅（ pτ ） レーザパルスエネルギーの時間変化曲線において最大値の半値以上の出力が保持さ

れる時間。 


